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１．研究開発の目的  

現代社会では、複雑で膨大な演算処理を高速で行うことが求められている。そのような演算処理を

行う省電力な電子回路として、p 型半導体材料と n 型半導体材料をバランスよく用いた CMOS 回路が

用いられている。このような CMOS 回路を樹脂フィルム上に組み込む事ができれば、軽量、柔軟、大面

積という特徴を有する電子機器、すなわち、デバイス－オン－フィルムが具現化できる。本研究は、有

機 CMOS 回路を実現するために必要な 1.0 cm2/Vs の移動度を達成するシアノスチリル系 n 型有機半

導体化合物の開発、ならびに溶液プロセスに適用可能なシアノスチリル系n型有機半導体化合物の開

発を目的とする。 

 

２．研究開発の概要 

①成果 

研究開発目標 達成度 

①1.0 cm2/Vs の移動度を達成するシアノスチリ

ル系 n 型有機半導体化合物の開発。 

シアノスチリル系 n 型有機半導体化合物の芳香

族π共役系修飾による高移動度化を行なう。 

② 溶液プロセスに適用可能なシアノスチリル系

n 型有機半導体化合物の開発。シアノスチリル

系 n 型有機半導体化合物の官能基導入により

可溶化を行なう。 

 

①大気下でｎ型半導体特性を発現する新たなシ

アノスチリル誘導体を開発した。この材料の半導

体性能は、既に当該グループで開発済みの材

料と同程度の特性となった。 

②ｎ型半導体特性と溶媒可溶性を両立する新規

な官能基を開発し、シアノスチリル骨格に導入す

る事に成功した。複数の誘導体を合成評価して

一部大気安定性を確認した。半導体性能につい

ては移動度の著しい向上には至らなかった。 

 

②今後の展開 

本研究の成果物を特徴付ける官能基や共役骨格部には新規性があり、他の材料にも適用可能で

ある。今後は本開発により得られた成果を足がかりに、シアノスチリルに限らず他の構造体への本シ

ーズ技術の適用性などについて調査する。特に市場ニーズを参照しつつ、大学研究者並びに社内関

係者と検討を行いながら、本シーズ技術の活用を展開していきたい。 

 

３．総合所見 

概ね目標とする成果は得られたが、イノベーション創出の期待が低い。今までにない構造の有機化

合物において、ｎ型の半導体特性を示すことを実証した点は評価できる。残念ながら、有機半導体とし

ての性能が期待した値に達しなかった。 
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